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寛
永
古
活
字
版　
　
　
『
源
氏
物
語
』
一
斑

広
島
県
立
歴
史
博
物
館
黄
葉
夕
陽
文
庫
本
を
め
ぐ
っ
て田

村

次
生護

　
古
活
字
版
の
『
源
氏
物
語
』
は
七
種
を
数
え
る
。
す
な
わ
ち
、
川
瀬

一
馬
『
増
補
古
活
字
版
之
研
究
』
（
目
冨
〉
暮
一
ρ
o
霞
昼
巳
W
O
O
犀
の
Φ
一
一
需
の

〉
ω
ω
0
9
9
菖
8
0
h
q
碧
き
、
昭
和
四
十
二
年
）
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
た

五
種
に
、
近
時
、
今
西
祐
一
郎
『
新
出
本
に
よ
る
古
活
字
版
『
源
氏
物

語
』
本
文
の
研
究
』
（
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
C
）
（
2
）
研

究
成
果
報
告
書
（
課
題
番
号
1
3
6
1
0
5
0
7
）
、
平
成
十
六
年
三

月
）
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
二
本
を
加
え
た
、

慶
長
初
年
刊
本

伝
嵯
峨
本

元
和
九
年
刊
本

寛
永
中
刊
本
第
一
種

寛
永
中
刊
本
第
二
種
（
異
植
字
版
）

九
州
大
学
文
学
部
蔵
本

久
首
魚
家
鼠
蔵
本

の
七
種
で
あ
る
。
そ
れ
以
降
は
、
寛
永
頃
の
無
践
無
刊
記
整
版
本
を
経

て
、
山
本
春
正
『
絵
入
源
氏
』
（
慶
安
三
年
践
刊
）
、
一
竿
斎
『
首
書
源

氏
』
（
寛
文
十
三
年
春
）
、
北
村
言
言
『
湖
月
抄
』
（
延
宝
元
年
青
翠
）

の
著
名
な
三
書
が
登
場
す
る
。
い
ず
れ
も
整
版
に
よ
る
印
刷
で
あ
る
。

　
川
瀬
氏
の
分
類
に
従
っ
て
、
古
活
字
版
『
源
氏
物
語
』
に
つ
い
て
の

論
考
も
近
年
に
な
っ
て
い
く
つ
か
発
表
さ
れ
始
め
た
。
伝
嵯
峨
本
に
つ

い
て
は
伊
井
春
樹
「
伝
嵯
峨
本
源
氏
物
語
の
本
文
」
（
『
源
氏
物
語
論
と
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そ
の
研
究
世
界
』
風
間
圭
旦
房
、
平
成
十
四
年
）
や
清
水
婦
久
子
『
源
氏

物
語
版
本
の
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
平
成
十
五
年
）
な
ど
に
言
及
が
あ

り
、
最
古
の
版
と
さ
れ
る
慶
長
初
年
刊
本
に
つ
い
て
は
、
実
践
女
子
大

学
所
蔵
本
を
詳
細
に
検
討
し
た
上
野
英
子
「
近
世
の
源
氏
物
語
本
文

　
　
古
活
字
版
源
氏
物
語
を
中
心
に
　
　
」
（
講
座
源
氏
物
語
研
究
第

七
巻
『
源
氏
物
語
の
本
文
』
お
う
ふ
う
、
平
成
二
十
年
）
な
ど
が
備
わ

　
　
ユ
　

る
。
九
州
大
学
文
学
部
蔵
本
と
久
離
宮
家
旧
蔵
本
、
特
に
後
者
の
久
遍

宮
家
旧
蔵
本
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
今
西
祐
一
郎
「
古
活
字
版
『
源
氏

物
語
』
拾
遺
」
（
永
井
和
子
編
『
源
氏
物
語
へ
源
氏
物
語
か
ら
　
　
中

古
文
学
研
究
2
4
の
証
言
』
笠
間
書
院
、
平
成
十
九
年
）
に
詳
し
い
言
及

　
　
　
　
　
　

が
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
和
田
恭
幸
「
『
源
氏
物
語
』
の
版
本
」
（
講
座
源

氏
物
語
研
究
第
五
巻
『
江
戸
時
代
の
源
氏
物
語
』
お
う
ふ
う
、
平
成

十
九
年
）
に
は
、
嫁
入
本
と
い
っ
た
文
物
と
し
て
の
観
点
か
ら
、
古
活

字
版
の
意
義
が
論
じ
ら
れ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
筆
者
は
こ
の
三
月
に
、
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
黄
葉
夕

陽
文
庫
所
蔵
の
『
源
氏
物
語
』
に
つ
い
て
、
『
広
島
県
立
歴
史
博
物
館

研
究
紀
要
』
第
十
号
に
、
「
黄
葉
夕
陽
文
庫
蔵
『
源
氏
物
語
』
覚
書
」

と
し
て
報
告
し
た
。
『
国
書
総
目
録
』
に
も
著
録
さ
れ
て
い
な
い
一
本

で
あ
る
。
調
査
の
経
緯
な
ど
は
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
冒
頭
に
掲

げ
た
各
種
の
古
活
字
版
と
比
較
し
な
が
ら
本
書
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

右
の
分
類
の
う
ち
寛
永
中
刊
本
第
二
種
と
さ
れ
る
大
東
急
記
念
文
庫
本

　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

と
一
致
し
た
。
古
活
字
版
『
源
氏
物
語
』
の
中
で
も
寛
永
版
に
つ
い
て

の
研
究
は
い
ま
だ
少
な
く
、
本
書
を
手
が
か
り
に
以
下
に
い
さ
さ
か
の

考
察
を
試
み
る
。　
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桐壺巻表紙

　
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
の
あ
る
福
山
は
、
近
世
後
期
の
漢
詩
人
菅
茶

山
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
。
菅
茶
山
は
天
明
元
（
一
七
八
一
）
年
頃
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
な
べ

福
山
の
や
や
北
に
あ
た
る
神
辺
に
私
塾
「
黄
葉
夕
陽
村
舎
」
を
開
い
た
。
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寛
政
八
（
一
七
九
六
）
年
に
福
山
藩
の
郷
校
と
な
っ
て
か
ら
は
「
廉
塾
」

と
呼
ば
れ
、
そ
の
講
堂
や
寮
は
手
水
鉢
や
筆
洗
場
も
そ
の
ま
ま
に
現
在

で
も
国
の
特
別
史
跡
と
し
て
遺
っ
て
い
る
。
茶
山
の
旧
蔵
書
は
黄
葉
夕

陽
文
庫
と
し
て
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う

ち
の
一
点
が
本
稿
で
扱
う
古
活
字
版
『
源
氏
物
語
』
で
あ
る
。

　
本
書
は
寛
永
中
刊
本
第
二
種
と
見
ら
れ
る
こ
と
を
先
に
述
べ
た
。
寛

永
中
刊
本
に
は
二
種
あ
る
。
『
増
補
古
活
字
版
之
研
究
』
に
よ
っ
て
、

位
置
づ
け
に
従
え
ば
、
本
文
を
は
じ
め
と
す
る
そ
の
内
容
は
、
お

お
む
ね
寛
永
中
刊
本
に
準
ず
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
し
か
し
、

版
面
と
い
う
外
的
な
様
相
に
は
、
微
細
な
差
里
ハ
が
無
数
に
見
出
さ

れ
る
。

と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
同
じ
寛
永
版
の
第
一
種
本
や
九
大
本
と
の
里
ハ
同

箇
所
な
ど
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

元
和
九
年
刊
本
に
拠
っ
て
寛
永
中
に
翻
印
せ
ら
れ
た
一
本
（
十
一

行
、
二
十
一
字
。
字
面
の
高
さ
約
七
寸
一
分
）
は
反
っ
て
伝
本
少

く
、
内
閣
文
庫
（
昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵
）
・
久
原
文
庫
二
本
二

は
五
十
五
冊
、
二
は
五
十
四
冊
）
・
正
宗
敦
夫
氏
（
葵
巻
よ
り
、

合
十
八
冊
）
蔵
本
を
見
る
の
み
で
あ
る
。
之
に
縷
縷
の
里
ハ
植
字
版

が
あ
り
、
久
原
文
庫
蔵
二
本
が
之
に
当
る
。
慶
安
頃
の
絵
入
整
版

本
は
こ
の
寛
永
中
刊
無
刊
記
本
に
基
い
た
も
の
で
あ
る
。

と
説
明
さ
れ
る
通
り
で
あ
り
、
博
物
館
本
は
「
両
種
の
里
ハ
植
字
版
」
の

う
ち
の
第
二
種
本
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
。
第
二
種
本
に
つ
い
て
は
、

今
西
先
生
に
よ
っ
て
、

舜
諦
欝
汐
〆
瀦
湖
歌
爵
弾
㎏
‘
、
．
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つ
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博物館本
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該
本
は
前
節
の
寛
永
中
刊
本
の
里
ハ
植
字
版
と
い
う
、
従
来
か
ら
の



騨騨い　

，
塗
蜜
戴
鼠
婁
み
挙
霧
　
　
　
、

一
雨
爆
麟
気
霧
・
欝
飯
薦
舞
塾
や
項
参
を

羨
給
曜
塗
新
薬
傲
撃
野
墨
黒
禽
窃

雲
量
　
　
　
　
　
　
勘
凄
簸
ザ
蒸

　
　

虚
騰
　
　
　
　
　
ぬ
黛
・
轟
繋
慶
長
．
か

茅
謬
筆
ダ
魯
讃
亀
へ
審
繋
ぎ
ξ

盒
・
黛
x
敬
驚
鮮
轡
暴
へ
嚢
．
薄
謝
警
ぎ
轟
w

警
無
《
　
　
　
　
・
馨
べ
蜜
へ
激
薯
箏

糸
婁
　
．
、
　
甑
慶
霧
海
毛
の
窒

翫
　
　
　
　
　
奮
黛
き
嚢
懸
毫
渉
回
護
繍

潔
濃
蹴
鍬
瀦
繕
準
謬
睡
繕
騰
撫

大東急本

ま
た
、
久
遍
宮
家
旧
蔵
本
に
つ
い
て
、

つ
ま
り
、
久
遍
宮
家
旧
蔵
本
は
、
九
大
本
と
寛
永
版
（
異
植
字
）

の
刷
り
余
り
を
相
補
的
に
利
用
し
て
出
来
上
が
っ
た
、
い
わ
ば
合

成
本
と
い
う
可
能
性
が
濃
厚
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
久

遍
宮
家
旧
蔵
本
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
九
大
版
お
よ
び
寛
永
中

刊
本
第
二
類
よ
り
も
後
の
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

と
指
摘
さ
れ
、
寛
永
版
第
二
種
は
久
遍
宮
本
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る

こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　
た
だ
し
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
、
大
東
急
記
念
文
庫
所
蔵

の
第
二
種
本
は
帯
木
巻
が
欠
け
て
い
る
。
一
方
、
博
物
館
本
は
全
巻
揃
っ

て
お
り
、
久
遍
宮
本
に
関
す
る
調
査
を
補
足
し
得
る
。
帯
木
巻
に
お
い

て
は
、
全
四
十
六
丁
の
う
ち
、
九
大
本
と
同
一
の
版
は
三
十
丁
で
あ
る
。

今
、
残
り
の
十
六
丁
に
つ
い
て
博
物
館
本
を
用
い
て
比
較
し
た
と
こ
ろ
、

単
二
宮
本
と
博
物
館
本
は
十
六
丁
と
も
一
致
し
た
。
す
な
わ
ち
、
九
大

本
以
外
の
版
は
寛
永
版
第
二
種
（
異
植
字
版
）
で
あ
る
と
い
う
久
遍
宮

本
の
性
格
は
、
帯
木
巻
に
つ
い
て
も
該
当
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　
　
二
貯
灘
慮
鯵
噂
嚢
業
肇
ρ
轟
ぎ
轟
鷺
・
醒
露
・
．

　
　
　
掛
象
霧
ギ
与
髪
羨
肇
－
．
毒
口
壕
響
姦
齢
識
灘
轟
・
・

鼎

闇

帯木巻冒頭
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全
巻
揃
い
の
寛
永
版
第
二
種
本
を
用
い
る
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
に
唖

蝉
巻
の
比
較
調
査
が
可
能
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
博
物
館
本
に
よ
っ
て
ま

ず
第
一
に
得
ら
れ
る
知
見
で
あ
る
。

三

　
加
え
て
、
こ
の
博
物
館
本
は
単
に
大
東
講
本
の
欠
を
補
う
の
み
で
は

な
い
。
両
者
は
同
じ
寛
永
版
第
二
種
で
あ
り
な
が
ら
、
完
全
に
同
版
と

は
言
え
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
以
下
、
そ
の
事
実
が
提
起
す
る
問
題

に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
ま
ず
は
、
前
稿
で
も
紹
介
し
た
夕
顔
巻
の
一
節
を
取
り
上
げ
る
。
夕

顔
怪
死
の
場
面
で
あ
る
。
博
物
館
本
を
翻
字
し
て
掲
げ
よ
う
。

火
は
ほ
の
か
に
ま
た
た
き
て
、
も
や
の
き
は
に
た
て
た
る
屏
風
の

か
み
こ
＼
か
し
こ
の
く
ま
ぐ
し
く
お
ぼ
え
給
ふ
に
、
物
の
あ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

音
ひ
し
ひ
し
と
ふ
み
な
ら
し
つ
＼
う
し
ろ
よ
り
く
る
心
ち
す
。
光

へ唯
と
く
ま
い
ら
な
ん
と
お
ぼ
す
。
あ
り
か
さ
だ
め
ぬ
も
の
に
て
、

こ
＼
か
し
こ
と
た
つ
ね
け
る
ほ
ど
に
夜
の
あ
く
る
ほ
ど
の
ひ
さ
し

さ
は
、
ち
よ
を
す
ぐ
さ
ん
心
ち
し
給
ふ
。

こ
れ
は
前
之
で
も
紹
介
し
た
箇
所
で
あ
る
が
、
傍
点
を
付
し
た
部
分

が
「
惟
光
」
で
な
く
「
光
惟
」
と
な
っ
て
い
る
の
を
左
に
掲
げ
る
第
二

十
七
丁
表
の
図
版
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
い
。
一
行
目
が
終
わ
り
、
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
に
差
し
掛
か
る
所
で
活
字
を
組
み
誤
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
し
か

し
、
こ
の
小
さ
な
事
実
は
よ
り
大
き
な
二
つ
の
問
題
を
示
唆
す
る
。

　
　
　
◇
ふ
あ
ζ
ζ
驚
一
鰭
資
一
み
，
参
多
攣
ち
婁
裟

　
　
　
鐙
ξ
ま
？
♪
蚤
封
土
三
弦
参
・
酌
量
嚢
嬢

　
　
　
参
て
為
ζ
き
一
ζ
濠
・
三
図
璽
鋳
一
拳
馨
鍵

　
　
　
夢
・
～
硲
G
一
一
・
蓼
も
参
虞
遺
言
く
謬
る
梅
．
ち
憲
鷺
蓼
…
…

　
　
　
争
一
《
蟻
ら
ゑ
　
言
上
2
孕
霧
’
整
参
老
齢
審
謬
・

　
　
　
驚
ぶ
る
　
饗
慧
蒙
鵡
震
ワ
？
う
磁
戴
ゆ
蓼
量
購
婁
・

　
　
　
番
多
3
琴
瀞
欝
く
多
藩
一
裏
酸
・
奪
・
驚
嚢
難
蓼

　
　
　
巌
癒
く
冬
羨
ゆ
選
一
織
織
嚢
憂
壌
蜜
夢
鐙
憂
．
’

羅
　
肇
蓼
轟
翁
婁
亀
愚
蒙
拳
毒
寮
毒
2
轟
冨
悪
魔
「

『
」
総
難
雛
繋
鱗
灘
　
…
…
轟

博物館本

　
そ
の
第
一
は
、
大
東
急
本
の
該
当
箇
所
を
確
認
す
る
と
、
こ
ち
ら
は

「
惟
光
」
と
正
し
く
表
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
同
じ
寛
永

版
第
二
種
に
属
し
な
が
ら
、
少
な
く
と
も
こ
の
丁
に
関
す
る
か
ぎ
り
、

博
物
館
本
と
大
東
急
本
が
全
く
の
卓
絶
と
は
言
え
な
い
こ
と
を
意
味
す

る
。
い
わ
ば
局
所
的
・
限
定
的
な
異
版
で
あ
る
。
「
惟
」
「
光
」
の
二
文

字
を
含
め
使
用
活
字
の
相
違
は
一
切
な
く
、
お
そ
ら
く
は
、
は
じ
め
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大東急雨

「
門
飾
」
と
並
べ
て
し
ま
っ
た
も
の
を
印
刷
の
途
中
で
気
づ
い
て
「
惟

光
」
と
訂
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
渡
辺
守
邦
『
古
活
字
版
伝
説
』
（
日
本

書
誌
学
大
系
、
青
裳
堂
書
店
、
昭
和
六
十
二
年
）
に
よ
れ
ば
、
古
活
字

版
の
印
刷
に
際
し
て
は
＝
丁
が
刷
り
上
が
る
と
、
そ
の
活
字
を
、
以

後
の
組
み
版
に
転
用
す
べ
く
、
解
版
し
て
し
ま
っ
た
」
と
あ
る
か
ら
、

誤
植
に
気
づ
い
て
刷
り
直
し
た
の
は
「
解
版
」
の
前
、
そ
れ
も
「
光
惟
」

と
刷
り
始
め
て
か
ら
「
解
版
」
に
至
る
ま
で
の
ご
く
短
い
期
間
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
「
光
惟
」
と
刷
ら
れ
た
も
の
は
訂
正
の
時
点
で
処
分
さ

れ
そ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
結
果
的
に
は
両
者
と
も
流
布
し
、
こ
こ
に

お
い
て
寛
永
版
第
二
種
に
は
「
光
惟
」
版
と
「
惟
光
」
版
の
二
つ
の
タ

イ
プ
が
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
問
題
の
第
二
は
、
前
節
で
取
り
上
げ
た
久
遍
宮
本
と
の
関
係
で
あ
る
。

久
遍
宮
本
は
九
大
本
と
寛
永
版
第
二
種
か
ら
成
っ
た
本
で
あ
っ
た
。
そ

の
比
率
は
ほ
ぼ
七
対
三
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
夕
顔
巻
の
こ
の
丁
に
お
い

て
は
九
大
本
と
は
一
致
を
見
ず
、
寛
永
版
第
二
種
で
あ
る
こ
と
は
は
っ

き
り
し
て
い
る
の
だ
が
、
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
い

ず
れ
で
あ
る
の
か
。
久
遍
宮
本
の
該
当
箇
所
を
掲
げ
よ
う
。
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も
．

　
　
　
　
　
ほ
　
　
ン
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．
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み
5
之
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．

　
　
リ
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♪
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．
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．
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ド
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・
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ジ
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も
ヨ
ニ
　
　
ノ
せ
ギ
い
く
ゴ
ら
セ
ハ
　
ニ
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
ヨ

．
∵
養
め
溢
．
4
．
∴
走
載
絵
書
智
勧
ぐ
．
．
勘
駕
∫
、

、
・
為
勧
塾
毒
3
．
雪
．
．

．轡

　
　
　
よ
．

　
◎
．
帆
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5
　
　
　
．
θ
一
．
　
噸
　
，
．
．
島
　
．
．
ド
．
．
’

，
一
，
，
、
，
一
鑑
多
殼
樒
w
齢
恥
鴛
、
修
奮
懸
縢
．
麟
騨
．
黙
、
w
灘
、
誹
ー
ー
ー
ー
f
｝

漏

認

心

鰯

亀
　
．

ン三盛

rザ．1
喧3．｛

．＿溢

．
．
㌧
ぞ
て
戯
》

　
　
　
　
　
　
．
δ
ノ
．

　
鎌
い
．
二
．
．

l
l
：

i
i
l
l

　　　　　ノ

．塗1

夢き

ψ！

’
～
ノ
特
ト
｛
虹
㌧
。
’
・
、
≧
飼
・
さ
、
、
・
・
が
・
．
’
・
㍉
㌔
・
▼
弔
．
・
趣
、
≧
、
㌧
㌔
．
漉
、
」
・
㌧
）
畦
。
・
㌦
㌔
．
≒
」
ピ
ヅ
・
ト
ー
．
■
乳
或
馬
：
ボ
’
毘
．
慕
一
盤
　
　
伊

久遍宮本

　
こ
こ
に
も
「
光
年
」
と
あ
る
の
が
確
認
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

念
の
た
め
九
大
本
の
図
版
も
次
長
に
挙
げ
て
お
く
が
、
こ
の
版
面
と
も

や
は
り
里
ハ
な
る
。
こ
の
点
か
ら
み
て
も
や
は
り
第
二
種
本
の
中
に
二
つ
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ひ
チ
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を
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ミ
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身
か

ら
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多
し
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2
島
σ
6
2
ぜ
愛
⑭
露
忽
令
を
£
⑭
て

ゑ
の
蓼
コ
欝
ぐ
ノ
つ
り
便
み
5
ら
る
載
び
か
う
5
2
∠
フ

ず
ち
拳
げ
ク
、
盗
衷
～
さ
か
凝
む
ぞ
ひ
急
9
“
き

雲
ワ
つ
表
ゆ
く
羨
の
た
妬
〆
一
ξ
蔵
馨
き
塗
（
を
う
双

蓼
多
り
勧
磐
乏
亨
う
）
f
く
2
れ
か
く
趨

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ピ

塁
き
ζ
一
、
今
さ
を
を
7
一
　
　
　
　
尊
（
い
つ
果
ん
ρ

よ
？
）
墾
～
乏
の
ど
ぢ
ず
冬
乏
ユ
洛
6
塗
ら
あ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羅
軽
－
聾
：
馨
垂
…
撰
…
難
一
麟
…
…
…
一
…
認
一
薮
凹
¶

一
鎌
鱗
鱗
灘
蟹
，
呂
熈
灘
懸
…
螂
，
、
一
，
－
．
難
灘
講
灘
顯
、
騰
囎
．
一
、
麟
灘
…
㈱
　
乏

九大本

の
版
面
が
存
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
久
遍
宮
本
の
製
作
に
あ
た
っ
て
九
大
本
と
共
に
利
用
さ
れ
た
寛
永
版

第
二
種
は
、
夕
顔
巻
の
あ
る
一
丁
に
お
い
て
「
惟
光
」
と
「
光
角
」
の

二
種
の
版
面
が
見
出
さ
れ
、
久
遍
宮
本
は
博
物
館
本
の
よ
う
に
「
光
惟
」

と
刷
ら
れ
た
方
の
一
丁
を
利
用
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
誤
刻
さ
れ

た
方
を
用
い
て
い
る
あ
た
り
、
い
か
に
も
刷
り
余
り
の
利
用
と
い
う
感

を
強
く
す
る
。
こ
の
よ
う
な
例
が
複
数
あ
る
と
久
遍
宮
本
の
素
性
を
明

ら
か
に
す
る
上
で
一
層
有
効
で
あ
ろ
う
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
ほ
か
に

管
見
に
入
ら
な
い
。

四

　
寛
永
版
第
二
種
に
は
も
う
一
つ
大
き
な
問
題
が
あ
る
。
九
大
本
と
の

関
連
で
あ
る
。
今
西
先
生
は
、
若
紫
巻
の
第
三
十
六
丁
に
つ
い
て
第
二

種
本
と
九
大
本
が
一
致
す
る
と
い
う
事
実
を
指
摘
さ
れ
、
前
述
「
古
活

字
版
『
源
氏
物
語
』
拾
遺
」
に
お
い
て
、

そ
も
そ
も
久
遍
宮
本
と
九
大
本
と
の
比
較
に
お
け
る
第
二
種
本
の

登
場
は
、
両
本
の
相
違
部
分
に
つ
き
、
久
遍
宮
本
が
第
二
種
本
と

同
版
と
目
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
あ
り
、
そ
れ
以
外
に
第
二
種
本

が
関
与
す
る
要
素
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
久
遍
宮
本
に
お
け
る

九
大
本
と
の
異
版
部
分
以
外
に
は
第
二
種
本
と
の
接
点
は
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
九
大
本
と
第
二
種
本
と
が
同
車
で
あ
る
と
い

う
事
例
は
原
則
的
に
存
在
し
な
い
は
ず
で
あ
っ
た
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
こ
の
よ
う
な
箇
所
、
す
な
わ
ち
久
遍
宮
本
と

九
大
本
が
一
致
し
て
い
る
箇
所
で
の
、
第
二
種
本
と
九
大
本
と
の
一
致

は
、
要
す
る
に
こ
の
三
本
の
一
致
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と

い
う
事
態
で
あ
る
。

　
そ
れ
を
考
え
る
上
で
、
博
物
館
本
は
大
き
な
役
割
を
担
う
。
な
ぜ
な
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ら
、
こ
の
場
合
の
「
第
二
種
本
と
九
大
本
と
の
一
致
」
と
は
、
厳
密
に

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

言
え
ば
「
大
東
急
本
と
九
大
本
と
の
一
致
」
で
あ
る
こ
と
が
博
物
館
本

と
の
比
較
で
明
ら
か
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
博
物
春
本

の
版
面
は
、
大
東
急
本
の
そ
れ
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
た
。
そ
れ

は
、
同
じ
「
第
二
種
本
」
に
お
い
て
も
、
博
物
館
本
と
九
大
本
は
一
致

し
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
本
文
こ
そ
異
同
は
見
ら
れ
な
い
が
、
全
体

に
わ
た
っ
て
使
用
活
字
が
異
な
っ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
博
物
館
本
に
「
あ
や
し
う
＼
と
み
」
と
あ
る
箇
所
を
大
東

急
本
お
よ
び
九
大
本
で
は
「
あ
や
し
う
う
と
み
」
と
踊
り
字
を
使
わ
ず

に
表
記
し
た
り
、
そ
の
他
に
も
、
「
思
ひ
な
い
り
給
そ
1
思
な
入
給
そ
」
、

「
か
へ
す
く
1
忙
々
」
、
「
出
給
ぬ
一
い
て
給
ぬ
」
、
「
名
残
1
な
こ

り
」
、
「
行
さ
き
の
一
ゆ
く
さ
き
の
」
、
「
あ
ら
ん
こ
と
一
あ
ら
ん
事
の
」
、

「
あ
そ
ひ
た
ま
は
す
一
あ
そ
ひ
給
は
す
」
、
「
ま
き
ら
は
し
給
ふ
一
ま
き

ら
は
し
給
」
と
い
っ
た
表
記
の
異
同
が
見
ら
れ
る
。
字
母
の
違
う
活
字

の
使
用
に
つ
い
て
は
枚
挙
に
逞
が
な
い
。

　
当
然
、
そ
れ
に
伴
っ
て
字
詰
め
も
異
な
る
箇
所
が
生
じ
る
。
第
三
十

六
丁
表
の
末
尾
は
博
物
館
本
で
は
「
今
は
世
に
な
き
人
の
」
と
な
っ
て

い
る
も
の
が
、
大
東
黒
本
と
九
大
本
で
は
「
い
ま
は
世
に
な
き
人
」
で

改
行
し
て
お
り
、
第
三
十
六
丁
裏
一
行
目
も
「
な
と
か
た
ら
ひ
」
で
改

行
す
る
も
の
が
「
な
と
か
た
ら
ひ
聞
え
」
ま
で
含
ま
れ
た
り
、
同
三
行

目
「
い
と
か
う
思
ひ
な
」
で
改
行
す
る
も
の
が
「
い
と
か
う
思
」
で
改

行
す
る
例
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

　
博
物
館
本
の
よ
う
な
版
面
は
、
寛
永
版
第
一
種
本
を
は
じ
め
他
に
見

出
せ
な
い
。
前
後
の
丁
に
お
け
る
活
字
の
仕
様
か
ら
見
て
も
、
博
物
館

本
は
自
然
で
あ
る
が
、
大
東
急
本
は
そ
の
丁
の
み
印
象
が
異
な
る
。
本

来
の
寛
永
版
第
二
種
の
版
面
は
、
大
東
急
本
で
は
な
く
博
物
館
本
の
版

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

面
で
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
大
東
急
記
念
文

庫
本
の
一
丁
に
つ
い
て
は
、
夕
顔
巻
の
「
光
惟
－
惟
光
」
の
よ
う
に

二
つ
の
タ
イ
プ
を
想
定
す
る
ま
で
も
な
く
、
補
填
等
の
理
由
か
ら
九
大

本
が
紛
れ
込
ん
だ
も
の
と
考
え
れ
ば
よ
か
ろ
う
。

　
久
遍
宮
本
に
つ
い
て
は
す
で
に
「
合
成
本
と
い
う
可
能
性
」
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
が
、
三
割
を
占
め
る
そ
の
異
植
字
版
に
お
け
る
大
東
急
記

念
文
庫
本
に
お
い
て
も
ま
た
、
補
填
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
合
成
本
を
作
る
素
材
も
ま
た
合
成
本
で
あ
る
と
い
う
、
い

わ
ば
入
子
型
の
成
立
事
情
と
言
え
る
。

五

　
大
東
急
本
と
九
大
本
が
同
版
で
あ
る
丁
は
、
若
紫
巻
の
一
丁
に
と
ど

ま
ら
な
い
。
さ
ら
に
巻
を
追
っ
て
調
査
し
て
い
く
と
、
若
菜
上
巻
で
も

九
大
本
と
の
一
致
を
見
た
。

　
し
か
も
若
紫
巻
の
よ
う
に
た
だ

一
丁
の
み
で
は
な
い
。
こ
の
巻
で
は
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〈
若
紫
巻
第
三
十
六
表
〉

．
｛
卿
鱒

比
論
参
・
毒
憲
粒
食
寒
紅
姦
雰
麟
．

欝
欝
…
…
…
　
…
…
…
…
…

博物館本

9
戚

講
幽
貞
実
嚢
働
暇
乞
釜
壷
鰹
撃
．

韓
芋
竃
塞
翁
線
媒
讐
』

川
嚢
嵐
馨
燈
撫
酒
毒
愚
歯
黒
亀
鞭
購
　
』

罰
俸、

飾
儀
三
階
藩
姦
聖
遷
マ
ズ
寒

驚
、
螂
四
繊
実
事
餐
豊
事

大東急本

　
警
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

ε
ノ
甲
～
フ
つ
f
J
螢
小
聖
γ
e
庭
・
乏
ろ
〃
の
～
ゐ
ζ
さ

た
ず
処
転
遷
ノ
璽
2
ひ
め
ク
へ
撃
壌
2
一
り
箋

て
み
ノ
ー
ゐ
ノ
へ
な
～
乏
．
ら
を
一
を
あ
や
一
う
苧
ノ
傷
・
ζ

み
て
ノ
（
も
参
》
～
ゆ
ク
ー
㌢
2
ろ
解
9
2
二
丁
と
ゆ
一

夢
〉
）
も
む
も
ア
ー
，
か
～
め
簗
で
掌
ワ
叉
か
〒

そ
く
妻
こ
豊
ワ
ー
や
う
く
て
誓
熱
熱
し
る
ん
畢
ζ
r
も

ら
一
⇔
勢
一
♪
ラ
リ
莞
り
垂
ら
を
あ
ワ
乱
衷
ノ

よ
く
や
繭
へ
響
2
雪
ひ
5
ム
き
く
丈
塗
・

～
る
き
紛
も
き
一
聾
す
ζ
て
蓄
率
、
客
）

客
も
㌢
％
ぺ
毒
う
て
ぞ
一
う
ー
ー
ウ
～

み
亀
監
製
の
了
も
彩
も
緊
緊
｛
毒
塾
な
《
／
へ

久遍宮本九大本

一38一



全
丁
が
九
大
本
と
同
版
で
あ
っ
た
。
川
瀬
一
馬
『
古
写
古
版
物
語
文
学

書
解
説
』
（
雄
松
堂
書
店
、
昭
和
四
十
九
年
）
や
『
大
東
急
記
念
文
庫

貴
重
書
解
題
』
（
大
東
急
記
念
文
庫
、
昭
和
五
十
六
年
）
に
も
こ
の
点

に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
が
、
一
冊
全
体
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
こ

れ
は
混
入
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
取
り
合
わ
せ
本
と
い
っ
た
性
格
の

方
が
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
九
大
本
若
菜
上
巻
の
余
剰
分
が
転
用
さ

れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
同
じ
大
東
急
記
念
文
庫
所
蔵
の
寛
永
版
第

一
種
本
が
、
若
紫
巻
の
み
異
植
字
版
す
な
わ
ち
寛
永
版
第
二
種
で
あ
る

と
い
っ
た
例
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。
第
二
節
で
見
た
よ
う
に
大
東
急
本

は
帯
四
丁
を
欠
い
て
い
る
が
、
若
菜
上
巻
も
本
来
は
欠
け
て
お
り
、
九

大
本
と
同
版
の
一
冊
で
補
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
念
の
た
め
、
久
遍
宮
本
に
用
い
ら
れ
て
い
る
九
大
本
以
外
の
版
面
に

つ
い
て
、
帯
木
巻
と
同
様
に
若
菜
上
巻
も
調
査
し
た
。
全
百
丁
の
う
ち
、

九
大
本
と
一
致
す
る
の
は
七
十
五
丁
で
、
残
り
の
二
十
五
丁
に
つ
い
て

博
物
館
本
と
逐
一
照
ら
し
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
こ
と
ご
と
く
一
致
し
た
。

こ
の
巻
に
お
い
て
も
九
大
本
と
寛
永
版
第
二
種
の
「
合
成
本
」
と
い
う

性
格
が
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
し
か
し
、
九
大
本
の
混
入
と
い
う
現
象
は
さ
ら
に
複
雑
で
あ
る
。
今

ま
で
に
見
た
例
と
は
逆
に
、
実
は
号
車
巻
第
八
丁
に
お
い
て
は
博
物
館

本
が
九
大
本
と
同
版
で
あ
っ
た
。
大
東
急
本
は
博
物
館
本
と
は
違
う
版

面
を
持
っ
て
お
り
、
こ
の
丁
に
関
し
て
は
こ
ち
ら
が
本
来
の
寛
永
古
活

字
版
第
二
種
の
版
面
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
加
え
て
、
東
屋
巻
の
第

二
十
八
丁
と
第
三
十
八
丁
の
二
丁
に
お
い
て
も
、
博
物
館
本
は
九
大
本

と
同
版
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
大
東
急
騰
の
み
な

ら
ず
、
博
物
館
所
蔵
の
寛
永
版
第
二
種
に
お
い
て
も
ま
た
、
わ
ず
か
三

丁
で
は
あ
る
が
九
大
本
の
版
面
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
因
み
に
、
こ
れ

ら
三
例
の
久
遍
宮
本
は
い
ず
れ
も
九
大
本
と
一
致
す
る
。
表
に
ま
と
め

る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

　
　
　
　
第
二
種
本
巻
名

博
物
配
本

大
東
急
本

夕
顔
　
第
2
7
丁
表

「
光
惟
」

「
惟
光
」

若
紫
　
第
3
6
丁

寛
永
版
第
二
種

九
大
本
と
同
版

若
菜
上
全
丁

寛
永
版
第
二
種

九
大
本
と
同
版

濡
標
　
第
8
丁

九
大
本
と
同
版

寛
永
版
第
二
種

東
屋
第
2
8
・
3
8
丁
九
大
本
と
凸
版

寛
永
版
第
二
種

　
寛
永
古
活
字
版
第
二
種
『
源
氏
物
語
』
千
八
百
丁
余
の
う
ち
、
広
島

県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
本
と
大
東
急
記
念
文
庫
本
と
が
異
版
で
あ
る
丁

は
、
合
計
で
百
五
丁
あ
る
こ
と
に
な
る
。

　
そ
の
う
ち
、
夕
顔
巻
の
一
丁
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
わ
ず
か
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一
語
の
み
の
異
同
で
あ
る
が
「
光
丘
」
と
あ
る
。
こ
こ
は
久
遍
宮
本
も

「
光
学
」
に
作
っ
て
お
り
、
微
か
な
痕
跡
な
が
ら
博
物
館
本
と
の
関
係

を
明
瞭
に
示
唆
す
る
。

　
そ
し
て
、
九
大
本
の
一
致
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
大

半
を
占
め
る
の
は
若
菜
上
巻
の
百
丁
で
あ
る
。
こ
の
百
丁
に
若
紫
巻
の

一
丁
を
加
え
た
百
一
丁
が
九
大
本
と
金
版
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

残
り
の
四
丁
の
う
ち
、
濡
標
巻
の
一
丁
、
東
屋
巻
の
二
丁
は
そ
れ
と
は

逆
に
、
博
物
館
本
が
九
大
本
に
一
致
す
る
。

　
こ
の
た
び
の
調
査
に
よ
り
、
久
遍
宮
家
旧
蔵
本
の
み
な
ら
ず
、
大
東

急
記
念
文
庫
本
も
ま
た
、
百
一
丁
の
九
大
本
刷
り
余
り
を
利
用
し
た
可

能
性
が
確
認
で
き
た
。
さ
ら
に
、
本
稿
で
紹
介
し
た
広
島
県
立
歴
史
博

物
館
所
蔵
本
も
ま
た
、
わ
ず
か
三
丁
の
み
で
あ
る
が
、
九
大
本
の
版
面

が
見
受
け
ら
れ
た
。
大
東
急
本
も
博
物
館
本
も
、
共
に
九
大
本
が
部
分

的
に
混
入
し
た
合
成
本
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
寛
永
版
第
二

種
は
臨
時
的
な
製
作
で
あ
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
て
く
る
。
た
だ
幸
い

な
こ
と
に
、
二
本
と
も
に
九
大
本
と
一
致
す
る
例
は
管
見
に
入
ら
ず
、

両
者
を
相
補
的
に
用
い
れ
ば
寛
永
版
第
二
種
の
全
容
を
窺
い
知
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
最
後
に
考
え
て
お
き
た
い
の
は
、
寛
永
版
第
二
種
本
と
九
大
本
の
先

後
関
係
で
あ
る
。
両
者
は
本
文
が
類
似
す
る
と
い
う
今
西
先
生
の
御
指

摘
が
あ
る
が
、
本
の
製
作
に
あ
た
っ
て
も
極
め
て
密
接
な
関
係
に
あ
り
、

第
二
種
本
に
お
い
て
足
り
な
い
丁
は
九
大
本
に
よ
っ
て
補
わ
れ
て
い
た
。

つ
ま
り
、
第
二
種
本
の
製
本
時
に
何
丁
か
不
足
が
生
じ
た
と
き
、
九
大

本
の
刷
り
余
り
を
補
填
で
き
る
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
第
二
種
本
よ
り
も
先
に
九
大
本
が
成
立
し
て
い

た
こ
と
を
示
唆
し
よ
う
。

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
第
二
画
面
・
九
大
本
お
よ
び
久
遍
宮
本
の
交
流

か
ら
寛
永
版
第
一
種
本
が
独
立
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
も
し

第
二
種
本
製
作
の
時
点
で
第
一
種
本
が
あ
っ
た
な
ら
、
そ
の
補
填
に
は

九
大
本
で
は
な
く
、
第
二
種
本
と
異
植
字
版
の
関
係
に
あ
る
第
一
種
本

が
用
い
ら
れ
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
考
え
れ
ば
、
第
二
種
本

が
第
一
種
本
よ
り
も
先
に
成
立
し
て
い
た
可
能
性
を
も
新
た
に
検
討
し

て
み
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
十
分

な
用
意
が
な
く
後
考
を
期
し
た
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
稿
で
述
べ
来

た
っ
た
「
光
惟
」
版
と
「
惟
光
」
版
の
存
在
、
そ
し
て
百
一
丁
あ
る
い

は
三
丁
の
異
版
の
混
入
と
い
う
事
態
は
、
寛
永
古
活
字
版
『
源
氏
物
語
』

が
き
わ
め
て
不
安
定
で
、
流
動
的
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
雄
弁
に
物

　
　
　
　

語
る
。
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注
1

注
2

注
3

注
4

注
5

注
6

　
　
早

舞
に
、
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
の
「
年
報
」
四
号
、
五
号
、

二
十
二
号
に
同
氏
に
よ
る
報
告
が
あ
る
。

九
州
大
学
文
学
部
蔵
本
に
つ
い
て
は
、
『
九
大
学
報
』
二
、
一
九
九
四
年

（
＝
三
二
一
）
お
よ
び
九
州
大
学
文
学
部
同
窓
会
の
『
会
報
』
三
十
八

（一

繼
繻
ﾜ
年
）
に
紹
介
さ
れ
た
後
、
前
述
の
報
告
書
に
詳
細
が
発
表
さ

れ
た
。
本
書
に
つ
い
て
は
、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
全
冊
の
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た

い
（
算
畳
＼
＼
ぎ
轟
匹
①
ω
●
ぎ
●
屏
署
ω
ゴ
ー
F
9
。
●
む
＼
σ
q
Φ
昌
＼
一
巳
Φ
図
●
巨
巨
）
。

調
査
に
際
し
、
今
西
祐
一
郎
先
生
よ
り
古
活
字
版
諸
版
の
紙
焼
写
真
を

お
借
り
し
た
。
後
に
掲
げ
る
大
東
急
記
念
文
庫
本
お
よ
び
久
魎
宮
家
旧

蔵
本
の
図
版
も
そ
の
紙
焼
写
真
に
拠
る
。

高
木
浩
明
「
嵯
峨
本
『
伊
勢
物
語
』
の
書
誌
的
考
察
（
上
・
下
）
」
（
『
ビ

ブ
リ
ア
』
一
二
二
・
一
二
一
二
、
平
成
十
六
年
十
月
、
平
成
十
七
年
五
月
）

は
、
嵯
峨
本
『
伊
勢
物
語
』
に
散
見
さ
れ
る
誤
植
に
つ
い
て
指
摘
す
る
。

今
西
先
生
は
九
大
本
と
寛
永
版
の
活
字
の
相
違
に
つ
い
て
、
「
九
大
本
の

活
字
の
方
が
太
細
の
対
比
が
明
瞭
で
文
字
に
勢
い
が
感
じ
ら
れ
る
と
と

も
に
、
輪
郭
鮮
明
な
点
で
あ
る
（
こ
の
点
で
は
九
大
本
は
元
和
版
の
印

象
に
近
い
も
の
が
あ
る
）
。
そ
れ
に
対
し
て
寛
永
版
は
、
全
体
に
字
体
が

萎
縮
し
た
印
象
と
と
も
に
版
面
全
体
に
「
鈍
さ
」
の
よ
う
な
も
の
が
看

取
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」
（
『
新
出
本
に
よ
る
古
活
字
版
『
源
氏
物
語
』
本

文
の
研
究
』
）
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

寛
永
版
第
二
種
は
、
他
に
鶴
見
大
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
こ
と
を
同
大

学
の
貴
重
書
展
示
図
録
に
よ
っ
て
知
っ
た
。
『
芸
林
拾
葉
』
（
昭
和
六
十

一
年
）
、
『
古
典
籍
と
古
筆
切
』
（
平
成
六
年
）
に
は
高
田
信
敬
氏
に
よ
る

解
題
が
備
わ
り
、
本
書
が
「
寛
永
中
刊
本
の
異
植
字
版
で
あ
る
」
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。
夕
顔
巻
・
手
習
巻
を
欠
く
。
そ
こ
に
掲
げ
ら
れ
た

桐
壺
巻
冒
頭
の
図
版
一
葉
か
ら
も
た
し
か
に
異
植
字
版
と
思
わ
れ
る
が
、

未
見
。
本
稿
で
提
示
し
た
問
題
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
か
甚
だ
興
味

深
い
。
ま
た
、
「
朱
墨
書
き
入
れ
ば
特
に
最
初
の
数
冊
に
多
く
、
湖
月
抄

の
注
の
転
載
が
ほ
と
ん
ど
」
と
の
指
摘
も
あ
り
、
『
湖
月
抄
』
の
注
を
書

き
入
れ
て
い
る
点
は
博
物
館
本
と
同
様
で
あ
る
。

（
付
記
）
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
前
屈
の
折
と
同
様
、
広
島
県
立
歴
史
博
物
館

　
　
主
任
学
芸
員
の
西
村
直
城
氏
に
御
高
配
を
賜
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表

　
　
す
る
。

（
た
む
ら
　
た
か
し
・
九
州
産
業
大
学
国
際
文
化
学
部
講
師
）
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